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(57)【要約】
（ａ）少なくとも１種類の活性成分；及び（ｂ）活性成分を少なくとも部分的に溶媒和す
るか又は少なくとも部分的に乳化するのに有効な量の、モノクロロトリフルオロプロペン
を含むキャリア；を含む組成物。
【選択図】なし
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　（ａ）被覆剤、結合剤、シール剤、潤滑剤、殺虫剤、及び除草剤からなる群から選択さ
れる少なくとも１種類の活性成分；及び
　（ｂ）活性成分を少なくとも部分的に溶媒和するか又は少なくとも部分的に乳化するの
に有効な量の、少なくとも１種類のモノクロロトリフルオロプロペンを含むキャリア；
を含む組成物。
【請求項２】
　モノクロロトリフルオロプロペンが１－クロロ－３，３，３－トリフルオロプロペン（
ＨＣＦＯ－１２３３ｚｄ）を含む、請求項１に記載の組成物。
【請求項３】
　１－クロロ－３，３，３－トリフルオロプロペンがトランス－１－クロロ－３，３，３
－トリフルオロプロペン（トランス－ＨＣＦＯ－１２３３ｚｄ）を含む、請求項２に記載
の組成物。
【請求項４】
　１－クロロ－３，３，３－トリフルオロプロペンがシス－１－クロロ－３，３，３－ト
リフルオロプロペン（シス－ＨＣＦＯ－１２３３ｚｄ）を含む、請求項２に記載の組成物
。
【請求項５】
　請求項２に記載の噴霧可能な組成物。
【請求項６】
　１－クロロ－３，３，３－トリフルオロプロペンがトランス－１－クロロ－３，３，３
－トリフルオロプロペン（トランス－ＨＣＦＯ－１２３３ｚｄ）を含む、請求項５に記載
の噴霧可能な組成物。
【請求項７】
　１－クロロ－３，３，３－トリフルオロプロペンがトランス－１－クロロ－３，３，３
－トリフルオロプロペン（トランス－ＨＣＦＯ－１２３３ｚｄ）から実質的に構成される
、請求項５に記載の噴霧可能な組成物。
【請求項８】
　１－クロロ－３，３，３－トリフルオロプロペンがトランス－１－クロロ－３，３，３
－トリフルオロプロペン（トランス－ＨＣＦＯ－１２３３ｚｄ）から構成される、請求項
５に記載の噴霧可能な組成物。
【請求項９】
　被覆剤、結合剤、シール剤、潤滑剤、殺虫剤、及び除草剤からなる群から選択される少
なくとも１種類の活性成分；及び、活性成分を少なくとも部分的に溶媒和するか又は少な
くとも部分的に乳化するのに有効な量の、１－クロロ－３，３，３－トリフルオロプロペ
ンを含むキャリア；を含む組成物を与え；
　組成物を基材の表面に適用し；そして
　活性成分からキャリアを除去する；
ことを含む、活性成分を表面に適用する方法。
【請求項１０】
　１－クロロ－３，３，３－トリフルオロプロペンが、トランス－１－クロロ－３，３，
３－トリフルオロプロペン（トランス－ＨＣＦＯ－１２３３ｚｄ）、シス－１－クロロ－
３，３，３－トリフルオロプロペン（シス－ＨＣＦＯ－１２３３ｚｄ）、及びこれらの組
み合わせからなる群から選択される、請求項９に記載の方法。
【請求項１１】
　キャリアを蒸発によって除去する、請求項９に記載の方法。
【請求項１２】
　組成物をスプレー塗布によって基材に適用する、請求項９に記載の方法。
【請求項１３】
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　１－クロロ－３，３，３－トリフルオロプロペンがシス－１－クロロ－３，３，３－ト
リフルオロプロペン（シス－ＨＣＦＯ－１２３３ｚｄ）を含む、請求項９に記載の方法。
【請求項１４】
　１－クロロ－３，３，３－トリフルオロプロペンがシス－１－クロロ－３，３，３－ト
リフルオロプロペン（シス－ＨＣＦＯ－１２３３ｚｄ）から実質的に構成される、請求項
９に記載の方法。
【請求項１５】
　１－クロロ－３，３，３－トリフルオロプロペンがシス－１－クロロ－３，３，３－ト
リフルオロプロペン（シス－ＨＣＦＯ－１２３３ｚｄ）から構成される、請求項９に記載
の方法。
【請求項１６】
　１－クロロ－３，３，３－トリフルオロプロペンがトランス－１－クロロ－３，３，３
－トリフルオロプロペン（トランス－ＨＣＦＯ－１２３３ｚｄ）及び１種類以上の共溶媒
を含む、請求項９に記載の方法。
【請求項１７】
　適用工程が、浸し塗り、注入、ブラシ塗布、及び浸漬からなる群から選択される、請求
項１３に記載の方法。
【請求項１８】
　キャリアが３０より大きいＫＢ値を有する、請求項１に記載の組成物。
【請求項１９】
　１－クロロ－３，３，３－トリフルオロプロペンが、トランス－１－クロロ－３，３，
３－トリフルオロプロペン（トランス－ＨＣＦＯ－１２３３ｚｄ）、シス－１－クロロ－
３，３，３－トリフルオロプロペン（シス－ＨＣＦＯ－１２３３ｚｄ）、及びこれらの組
み合わせからなる群から選択される、請求項１８に記載の組成物。
【請求項２０】
　請求項１８に記載の組成物を与え；
　組成物を基材の表面に適用し；そして
　活性成分からキャリアを除去する；
ことを含む、活性成分を表面に適用する方法。
【請求項２１】
　キャリアを蒸発によって除去する、請求項２０に記載の方法。
【請求項２２】
　組成物をスプレー塗布によって基材に適用する、請求項２０に記載の方法。
【請求項２３】
　１－クロロ－３，３，３－トリフルオロプロペンがシス－１－クロロ－３，３，３－ト
リフルオロプロペン（シス－ＨＣＦＯ－１２３３ｚｄ）を含む、請求項２０に記載の方法
。
【請求項２４】
　１－クロロ－３，３，３－トリフルオロプロペンがシス－１－クロロ－３，３，３－ト
リフルオロプロペン（シス－ＨＣＦＯ－１２３３ｚｄ）から実質的に構成される、請求項
２０に記載の方法。
【請求項２５】
　１－クロロ－３，３，３－トリフルオロプロペンがシス－１－クロロ－３，３，３－ト
リフルオロプロペン（シス－ＨＣＦＯ－１２３３ｚｄ）から構成される、請求項２０に記
載の方法。
【請求項２６】
　モノクロロトリフルオロプロペンがトランス－１－クロロ－３，３，３－トリフルオロ
プロペン（トランス－ＨＣＦＯ－１２３３ｚｄ）及び１種類以上の共溶媒を含む、請求項
２０に記載の方法。
【請求項２７】
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　適用工程が、浸し塗り、注入、ブラシ塗布、及び浸漬からなる群から選択される、請求
項２３に記載の方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　[0001]本出願は、２０１１年８月２４日出願の米国仮出願６１／５２６，８５９（その
内容はその全部を参照として本明細書中に包含する）に対する優先権を主張する。
　[0002]本発明は、活性成分、及び活性成分のための溶媒又はキャリアを含む組成物、方
法、及び系に関する。この組成物を所期の方法で適用する結果として、活性成分は、通常
は溶媒又はキャリアの蒸発によって除去することによってか又はそれに関連して作用性に
なる。
【背景技術】
【０００２】
　[0003]多くの用途は、１種類又は複数の活性成分のためのキャリア、分散剤、希釈剤、
加工助剤、及び／又は溶媒として作用する材料を使用することを伴う。キャリア／分散剤
／希釈剤／加工助剤／溶媒（以下において時には便宜上「キャリア」と呼ぶ）は、所期の
使用場所における活性成分の少なくとも１つを配し及び／又は作用させることを少なくと
も促進し、好ましくは向上させることができなければならず、同時にかかるキャリアは活
性成分の作用を妨げるものであってはならない。キャリアはかかる状況においてしばしば
使用することによって開放雰囲気中に放出されるので、キャリア材料の環境特性は、人工
の材料及び活動の環境影響に関する懸念が増すにつれて益々重要になってきている。例え
ば、過去数年間の間に、例えば冷却の分野において地球温暖化及びオゾン層破壊に対する
非常に小さい影響を有する材料の開発に大きな努力が捧げられている。更に、この材料を
大気中に放出することは、スモッグ及び煙霧のように低レベルの大気条件に対して悪影響
を与える可能性がある。
【０００３】
　[0004]好ましい環境特性に加えて、キャリアのために用いる材料は好ましくはまた、特
定の用途に応じて、幾つかの特性の中でも１種類又は複数の活性成分に対する不活性、低
い毒性、及び低い燃焼性のような望ましいが達成するのが困難な他の特性の組み合わせも
有する。多くの用途においては、キャリアは、活性成分を少なくとも部分的に乳化し、及
び／又は好ましくは少なくとも部分的に溶媒和する能力を有することも望ましいか又は必
須である。
【０００４】
　[0005]本発明の好ましい形態によって、これら及び他の必要性が満足される。
【発明の概要】
【０００５】
　[0006]本発明は、１種類以上の活性成分を含み、モノクロロトリフルオロプロペン、好
ましくは１－クロロ－３，３，３－トリフルオロプロペン（ＨＣＦＯ－１２３３ｚｄ）、
更により好ましくはトランス－１－クロロ－３，３，３－トリフルオロプロペン（トラン
ス－ＨＣＦＯ－１２３３ｚｄ又はＨＣＦＯ－１２３３ｚｄ（Ｅ））及び／又はシス－１－
クロロ－３，３，３－トリフルオロプロペン（シス－ＨＣＦＯ－１２３３ｚｄ又はＨＣＦ
Ｏ－１２３３ｚｄ（Ｚ））をキャリアとして用いる組成物、方法、及び系を提供する。
【０００６】
　[0007]本出願人らは、予期しなかったことに、本発明の好ましい組成物、方法、及び系
は、好ましく低いＧＷＰ、低いＯＤＰ、及び／又は低いＶＯＣなどの非常に好ましく望ま
しい環境特性を与えるだけでなく、キャリアとして用いるための本明細書に記載するモノ
クロロトリフルオロプロペン化合物は、幾つかの特性の中でも１種類又は複数の活性成分
に対する実質的な不活性、低い毒性、及び低い燃焼性などの望ましいが達成するのが困難
な他の特性の組み合わせを有することを見出した。多くの用途においては、キャリアは、
活性成分を少なくとも部分的に乳化し、及び／又は好ましくは少なくとも部分的に溶媒和
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する能力を有することも、望ましいか又は必須のいずれかである。特に被覆、塗料、接着
剤、シーラント、潤滑剤（特に化石燃料又は合成ブレンド又はこれらの幾つかのバージョ
ンから形成される潤滑剤）、並びに殺虫剤／除草剤などの多くの用途に関しては、少なく
とも部分的に可溶性で及び／又は少なくとも部分的に乳化性の混合物を形成するキャリア
／活性成分配合物の能力が非常に望ましい可能性がある。本出願人らは、本発明の多くの
好ましい態様は、１以上のかかる用途においては少なくとも部分的に可溶性及び／又は部
分的に乳化性の混合物であり、更により好ましい用途においては実質的に完全に可溶性及
び／又は実質的に完全に乳化性である流体組成物を提供することを見出した。更に、本発
明の組成物、方法、及び系は、多くの態様において、材料を適用した後に、更なる工程を
少ししか用いないか又は全く用いないで容易に除去されるキャリアの能力を提供する有利
性を有する。而して、好ましい組成物、方法、及び系においては、適用工程の後に活性成
分を硬化／顕出させるのに必要な時間は比較的短く、更なるエネルギーは比較的少ししか
必要でなく、好ましくは全く必要でない。
【０００７】
　[0008]本発明の幾つかの形態においては、シス－又はトランス－ＨＣＦＯ－１２３３ｚ
ｄ異性体のいずれを使用するかは、活性剤とのその溶解性に基づく。本出願人らは、驚く
べきことに且つ予期しなかったことに、シス－１２３３ｚｄのカウリ・ブタノール（ＫＢ
）値は３４であり、トランス－１２３３ｚｄのＫＢ値は２５であることを見出した。而し
て、シス異性体はトランス異性体よりも３０％以上高いＫＢ値を有しており、これは少な
くとも幾つかの用途においてはより良好な溶媒である可能性があることを示唆している。
したがって、本発明の幾つかの形態においては、選択されるモノクロロトリフルオロプロ
ペン、特に選択されるＨＣＦＯ－１２３３ｚｄ異性体は、３０より大きいＫＢ値を有する
。更なる態様においては、シス－ＨＣＦＯ－１２３３ｚｄ異性体は、活性剤に対する所望
の溶解性を与えるように、単独か又はトランス異性体と組み合わせて具体的に選択するこ
とができる。
【０００８】
　[0009]本発明の１つの好ましい形態は、結合剤を含む活性成分、及びモノクロロトリフ
ルオロプロペン、好ましくはＨＣＦＯ－１２３３ｚｄ、更により好ましくはトランス－Ｈ
ＣＦＯ－１２３３ｚｄ又はシス－ＨＣＦＯ－１２３３ｚｄを含むキャリアを用いて２つの
表面／物体及び接着剤系を結合するか又は結合するように準備する接着剤組成物、方法、
及び系（ここで結合剤は、組成物を使用場所に配することによって、より好ましくはキャ
リアの少なくとも一部を除去することによって、更により好ましくはそれを蒸発させるこ
とによって、かかる少なくとも２つの表面及び／又は物体の間の結合を形成することがで
きる）に関する。配すること、除去、及び蒸発に関連して本明細書において用いる「によ
って」という用語は、これらの動作が活性成分にその所望の結果を達成させることの少な
くとも一部であるか、又はそれに関連しているが、必ずしもそのための唯一の手段ではな
いことを意味すると意図される。当業者に認識されるように、本発明の接着剤の形態は、
床の接合、部品の締着、建設材料の接合などに関連する広範囲の使用における用途を見出
すことができる。
【０００９】
　[0010]本出願人らは更に、シス－又はトランス－ＨＣＦＯ－１２３３ｚｄは、接着剤用
途において、その特性（例えば、燃焼性、カウリ・ブタノール（ＫＢ）値など）、適用方
法（例えば噴霧可能又は非噴霧等）、及び／又は用いる結合剤とのその溶解性に応じて具
体的に選択することができることを見出した。非限定的な例の目的で、幾つかの噴霧適用
においては、トランス－ＨＣＦＯ－１２３３ｚｄ異性体は、そのより低い沸点のために好
ましい可能性がある。幾つかの非噴霧適用においては、シス－ＨＣＦＯ－１２３３ｚｄ異
性体は、結合剤とのより良好な溶解性を示すので好ましい可能性がある。或いは、トラン
ス－ＨＣＦＯ－１２３３ｚｄ異性体は、単独か、又は幾つかの態様においては結合剤との
その溶解性を向上させるために１種類以上の共キャリア（必要な場合）と合わせて用いる
ことができる。
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【００１０】
　[0011]このために、幾つかの形態においては、本発明の組成物は、モノクロロトリフル
オロプロペンがトランス－ＨＣＦＯ－１２３３ｚｄを含むか、これから実質的に構成され
るか、又はこれから構成される噴霧可能な組成物として与えられる。更なる形態において
は、組成物は非噴霧組成物である。幾つかの形態においては、非噴霧組成物のモノクロロ
トリフルオロプロペンは、シス－ＨＣＦＯ－１２３３ｚｄを含むか、これから実質的に構
成されるか、又はこれから構成される。更なる形態においては、非噴霧組成物のモノクロ
ロトリフルオロプロペンは、トランス－ＨＣＦＯ－１２３３ｚｄ、及び活性剤とのトラン
ス－ＨＣＦＯ－１２３３ｚｄの溶解性を向上させる少なくとも１種類の共キャリアを含む
か、これらから実質的に構成されるか、又はこれらから構成される。
【００１１】
　[0012]本発明の他の好ましい形態は、被覆剤を含む活性成分、及びモノクロロトリフル
オロプロペン、好ましくはＨＣＦＯ－１２３３ｚｄ、更により好ましくはトランス－ＨＣ
ＦＯ－１２３３ｚｄを含むキャリアを用いる被覆組成物、被覆方法、及び被覆系（ここで
被覆剤は、組成物を使用場所に配することによって、より好ましくはキャリアの少なくと
も一部を除去することによって、更により好ましくはそれを蒸発させることによって被覆
又はフィルムを形成することができる）に関する。当業者に認識されるように、本発明の
被覆の形態は、塗料、薄膜などに関連する広範囲の使用における用途を見出すことができ
る。本出願人らは更に、シス－又はトランス－ＨＣＦＯ－１２３３ｚｄは、被覆用途にお
いて、その特性（例えば、燃焼性、カウリ・ブタノール（ＫＢ）値など）、適用方法（例
えば噴霧可能又は非噴霧等）、及び／又は用いる被覆剤とのその溶解性に応じて具体的に
選択することができることを見出した。非限定的な例の目的で、幾つかの噴霧被覆適用に
おいては、トランス－ＨＣＦＯ－１２３３ｚｄ異性体はそのより低い沸点のために好まし
い可能性がある。幾つかの非噴霧適用においては、シス－ＨＣＦＯ－１２３３ｚｄ異性体
は、被覆材とより良好な溶解性を示すので好ましい可能性がある。或いは、トランス－Ｈ
ＣＦＯ－１２３３ｚｄ異性体は、単独か、又は幾つかの態様においては被覆剤とのその溶
解性を向上させるために１種類の共キャリア（必要な場合）と組み合わせて用いることが
できる。
【００１２】
　[0013]本発明の他の好ましい形態は、シール剤を含む活性成分、及びモノクロロトリフ
ルオロプロペン、好ましくはＨＣＦＯ－１２３３ｚｄ、更により好ましくはトランス－Ｈ
ＣＦＯ－１２３３ｚｄ又はシス－ＨＣＦＯ－１２３３ｚｄを含むキャリアを用いるシーラ
ント組成物、シール方法、及びシーラント系（ここでシール剤は、組成物を使用場所に配
することによって、より好ましくはキャリアの少なくとも一部を除去することによって、
更により好ましくはそれを蒸発させることによって、特に（排他的ではないが）音、空気
、腐食性物質、又は湿分のような予め選択された流体の通過に対するシール又はバリアを
形成することができる）に関する。当業者に認識されるように、本発明のシールの形態は
、車体の空洞部、重機の空洞部、建築物の空洞部などに関連する広範囲の使用における用
途を見出すことができる。本出願人らは更に、シス－又はトランス－ＨＣＦＯ－１２３３
ｚｄは、シーラント用途において、その特性（例えば、燃焼性、カウリ・ブタノール（Ｋ
Ｂ）値など）、その適用方法、及び／又は用いるシール剤とのその溶解性に応じて具体的
に選択することができることを見出した。非限定的な例の目的で、幾つかの噴霧適用にお
いては、トランス－ＨＣＦＯ－１２３３ｚｄ異性体は、シーラント剤とより良好な溶解性
を示すので好ましい可能性がある。或いは、トランス－ＨＣＦＯ－１２３３ｚｄ異性体は
、単独か、又は幾つかの態様においてはシール剤とのその溶解性を向上させるために１種
類の共キャリア（必要な場合）と組み合わせて用いることができる。
【００１３】
　[0014]本発明の他の好ましい形態は、潤滑剤を含む活性成分、及びモノクロロトリフル
オロプロペン、好ましくはＨＣＦＯ－１２３３ｚｄ、更により好ましくはトランス－ＨＣ
ＦＯ－１２３３ｚｄ又はシス－ＨＣＦＯ－１２３３ｚｄを含むキャリアを用いる潤滑剤組
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成物、潤滑方法、及び潤滑系（ここで潤滑剤は、組成物を使用場所に配することによって
、より好ましくはキャリアの少なくとも一部を除去することによって、更により好ましく
はそれを蒸発させることによって、２つの表面又は物体の間の摩擦の減少を与えるか又は
それを促進させることができる）に関する。当業者に認識されるように、本発明の潤滑の
形態は、ベアリング、接続具などに関連する広範囲の使用における用途を見出すことがで
きる。本出願人らは更に、シス－又はトランス－ＨＣＦＯ－１２３３ｚｄは、その特性（
例えば、燃焼性、カウリ・ブタノール（ＫＢ）値など）、その適用方法、及び／又は用い
る潤滑剤とのその溶解性に応じて具体的に選択することができることを見出した。
【００１４】
　[0015]本発明の他の好ましい形態は、殺虫剤及び／又は除草剤を含む活性成分、及びモ
ノクロロトリフルオロプロペン、好ましくはＨＣＦＯ－１２３３ｚｄ、更により好ましく
はトランス－ＨＣＦＯ－１２３３ｚｄ又はシス－ＨＣＦＯ－１２３３ｚｄを含むキャリア
を用いる殺虫及び／又は除草組成物、殺虫剤及び／又は除草剤を施す方法、並びに殺虫及
び／又は除草系（ここで殺虫剤及び／又は除草剤は、組成物を使用場所に配することによ
って、より好ましくはキャリアの少なくとも一部を除去することによって、更により好ま
]しくはそれを蒸発させることによって、特定の選択された虫又は植物の生命体の活性、
成長、及び／又は寿命を抑制又は増強させることができる）に関する。当業者に認識され
るように、本発明の殺虫剤及び／又は除草剤の形態は、飛翔昆虫用スプレー、除草剤スプ
レーなどのような用途に関連する広範囲の使用における用途を見出すことができる。本出
願人らは更に、シス－又はトランス－ＨＣＦＯ－１２３３ｚｄは、その特性（例えば、燃
焼性、カウリ・ブタノール（ＫＢ）値など）、その適用方法、及び／又は用いる殺虫剤及
び／又は除草剤とのその溶解性に応じて具体的に選択することができることを見出した。
【００１５】
　[0016]本明細書において用いる「活性成分」という用語は、組成物、方法、又は系の所
期の機能を与えるか、それに寄与するか、及び／又はそれを増強させる組成物の任意の１
以上の成分を指す。「キャリア」という用語は、本明細書においては、その主要な機能が
、活性成分を好ましくは比較的希釈状態で含ませる手段、及び／又は適用の容易性及び／
又は所期の使用場所の機能における有効性を促進させるか又はそれに寄与する手段を与え
ることである組成物、系、又は方法の任意の１以上の成分を指すように総称的に用いられ
る。本発明のキャリア成分は一般に所期の最終生成物を形成又は製造するようには直接的
には機能しないが、キャリアの有効性は、活性成分を所期の目標場所において均一に分配
するか、及び／又は活性成分をその所期の機能を果たすのにより有効な条件で残留させる
ことなどによるキャリアとしてのその有効性のために、最終生成物の特性に対して間接的
な影響を有する可能性がある。
【発明を実施するための形態】
【００１６】
　[0017]本発明のキャリアは組成物の大きな割合を構成し、好ましい態様においてはキャ
リアは組成物の約５％～約９５％を構成し、更なる態様においてはそれはモノクロロトリ
フルオロプロペンの少なくとも約５０重量％、更なる態様においては少なくとも約８０重
量％を構成すると意図されるが、組成物、方法、又は系の全体的な性能を補助するか又は
向上させるために、他の材料をキャリア中に含ませることができると認められる。キャリ
ア中にありとあらゆるかかる補助材料及び更なる材料を含ませることは、本発明の広い範
囲の範囲内である。
【００１７】
　[0018]本発明のモノクロロトリフルオロプロペンキャリア成分と組み合わせて用いるこ
とができる更なる材料又は補助材料の例としては、他の炭化水素、他のフルオロカーボン
、例えば他のフルオロクロロカーボン、フルオロエーテル、フルオロケトン、アルコール
、ケトン、及び／又はホルメートが挙げられる。上述したように、これらの更なる成分又
は補助成分は、例えば組成物、方法、又は系の全体的な環境影響を減少させ、及び／又は
性能を向上させるために加えることができる。
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【００１８】
　[0019]幾つかの用途及び態様においては、キャリアは、組成物、方法、又はシステムの
以下の特性：キャリアを除去し、活性成分を硬化又は更に処理した後の材料の柔軟性；キ
ャリアを除去し、活性成分を硬化又は更に処理した後の材料の品質仕上がり状態；速乾時
間、及び組成物の適用のしやすさ及び／又は有効性：の１以上に寄与する。
【００１９】
　被覆組成物、方法、及び系：
　[0020]上述したように、本発明の好ましい被覆組成物は、被覆剤、及びモノクロロトリ
フルオロプロペン、好ましくはＨＣＦＯ－１２３３ｚｄ、更により好ましくはトランス－
ＨＣＦＯ－１２３３ｚｄ及び／又はシス－ＨＣＦＯ－１２３３ｚｄを含むキャリアを含む
。本発明の被覆方法は、本発明による被覆組成物を与え、被覆組成物を、被覆する基材、
物体、及び／又は表面に適用することを含む。幾つかの態様においては、この方法は、基
材、物体、及び／又は表面からのキャリアの少なくとも実質部分の除去を助けるか、向上
させるか、又は達成して、被覆剤による所望の被覆の顕出を可能にするか又は向上させる
ようにする更なる工程を含む。かかる更なる工程は本発明による多くの形態をとることが
できるが、多くの用途においては、かかる工程は単純に被覆組成物を適用したら環境に曝
露することを含み、多くの好ましい態様においては、これによってモノトリフルオロプロ
ペンの少なくとも一部、好ましくは大きな割合、更により好ましくは実質的に全部の蒸発
がもたらされる。幾つかの態様においては、被覆組成物を適用したら加熱することによっ
て蒸発が促進され、加熱工程はまた、例えば被覆の顕出／硬化を促進し、及び／又は被覆
が形成されたら所望の特性を顕出させることを助けることによって更なる利益を与えるこ
とができる。
【００２０】
　[0021]被覆剤は、本発明の広い範囲にしたがう広範囲の材料及び配合物であってよい。
本発明の被覆の形態の一態様は、塗料、塗装法、及び塗装系、或いは１以上の多様な物品
又は機器上の被覆を含む。塗料の特定の態様においては、活性成分も多くの形態をとるこ
とができ、多くの材料を含ませることができる。幾つかの好ましい態様においては、活性
成分は、キャリアを少なくとも部分的に除去した場合及び／又は樹脂を硬化させた場合に
塗料被覆を形成する活性樹脂を含む。この目的のための全ての公知の樹脂を本発明にした
がって用いることができるが、幾つかの態様においては、塗料樹脂は、オイル、アルキド
樹脂、アクリル樹脂、ビニルアクリル樹脂、ビニルアセテート／エチレン（ＶＡＥ）、ポ
リウレタン、ポリエステル、メラミン樹脂、エポキシ樹脂、並びにこれら及び／又は他の
樹脂材料の任意の２以上の組み合わせ及び混合物のような材料をベースとする天然及び／
又は合成ポリマーのような成分を含む。更に、活性成分には、樹脂に加えて、被覆の所望
の最終仕上がり状態及び他の特性を達成するために所望であるか及び／又は必要な美的添
加剤、顔料、バインダーなどのような１種類以上の他の材料を含ませることができる。
【００２１】
　[0022]被覆系に関しては、被覆方法は所望の最終仕上がり状態又は被覆表面を達成する
ために２種類以上の異なる組成物又は材料を施すことを必要とする可能性があることが意
図されているが、一般には好ましくない。かかる場合においては、本発明の系は、本被覆
組成物を、本発明による被覆を達成するために本被覆組成物と一緒に用いることが意図さ
れるか又は用いられるような更なる材料又は組成物と一緒に含む。
【００２２】
　[0023]これも上述したように、多くの被覆用途に関しては、特定のＨＣＦＯ－１２３３
ｚｄ異性体の選択は、その特性、適用方法、及び／又は被覆剤とのその溶解性又は混和性
に基づいて行うことができる。例えば幾つかの噴霧適用に関しては、トランス－ＨＣＦＯ
－１２３３ｚｄ異性体はシス異性体よりも遙かに低い沸点を有しているので好ましい可能
性があるが、必要に応じて被覆剤の溶解性を促進するためにシス異性体を与えることもで
きる。かかる用途においては、トランス異性体は上記に規定したもののような被覆剤と共
に用いることができる。更なる非限定的な態様においては、被覆剤としては、具体的には
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アクリル樹脂、ウレタン樹脂、スチレンラバー、炭化水素ロジン、エステルロジン、又は
ヘパリンを挙げることができる。非噴霧適用（例えば、浸し塗り、注入、ブラシ塗布、浸
漬等）においては、キャリア／活性成分の組み合わせによって少なくとも部分的に可溶で
及び／又は少なくとも部分的に乳化可能な混合物を形成し、用いる異性体の選択は被覆剤
とのその溶解性に基づいて行うことができることが特に望ましい。幾つかの非噴霧適用に
おいては、シス－ＨＣＦＯ－１２３３ｚｄ異性体は、幾つかの被覆剤、特に上記に規定し
た一般的なカテゴリー内の被覆剤、更なる非限定的で具体的な態様においては高耐衝撃性
ポリスチレン、アクリロニトリル－ブタジエン－スチレン、及び幾つかのアクリル樹脂と
より良好な溶解性を示すので好ましい。或いは、トランス－ＨＣＦＯ－１２３３ｚｄ異性
体が好ましいか又は代わりに用いられる可能性がある非噴霧適用においては、これは、単
独か、又は幾つかの態様においては、１種類以上の共キャリア、特にトランス－１２３３
ｚｄと被覆剤との溶解性又は混和性を向上させる１種類以上の共キャリアと組み合わせて
与えることができる。被覆用途における共キャリアの例としては、他の炭化水素、他のフ
ルオロカーボン、例えば他のフルオロクロロカーボン、フルオロエーテル、フルオロケト
ン、アルコール、ケトン、ホルメート、低級アルコール（例えばメタノール、エタノール
など）、ナフサ、テルペンベースの溶媒（例えばｄ－リモネン）、他の高蒸発速度の有機
物質（例えばイソプレン、ヘキサン、ヘプタン、スチレン液、キシレン、トルエン、メチ
ルシクロヘキサン、シクロヘキサン、２，２－ジクロロプロパン、塩化メチレン、ジイソ
ブチルケトン、ジイソプロピルケトン、メチルイソブチルケトン、メチルイソプロピルケ
トン、メチルシクロヘキサノン、シクロヘキサノン、イソブチルアセテート、イソプロピ
ルアセテート、ブチルアセテート、プロピルアセテート、エチルアセテート、ジエチルエ
ーテル、ジメチルエーテル、ジエチレングリコール、２－エチルヘキサノール）、並びに
これらの任意のものの共キャリアとして用いる更なる材料との混合物又はそれを含まない
混合物を挙げることができるが、これらに限定されない。
【００２３】
　[0024]本出願人らは、１つの特定の異性体が好ましい可能性がある上記の態様では、他
の異性体又は両方の異性体を含ませることは必ずしも排除されないことを注記する。むし
ろ、これは単純にその用途のために好ましい可能性がある１つの異性体の性質を特定する
ものである。かかる用途においては、いずれの異性体も単独か又は異性体混合物で与える
ことができる。
【００２４】
　接着剤組成物、結合方法、及び接着剤系：
　[0025]上述したように、本発明の好ましい接着剤組成物は、結合剤、及びモノクロロト
リフルオロプロペン、好ましくはＨＣＦＯ－１２３３ｚｄ、更により好ましくはトランス
－ＨＣＦＯ－１２３３ｚｄ及び／又はシス－ＨＣＦＯ－１２３３ｚｄを含むキャリアを含
む。本発明の結合方法は、本発明による結合組成物を与え、結合組成物を、結合する１つ
又は複数の物体及び／又は１つ又は複数の表面の少なくとも１つに適用することを含む。
殆どの態様においては、この方法は、複数の物体又は表面を合わせて、結合剤が互いと接
着する複数の物体／表面の間の結合を生じさせることができるようにすることを含む。幾
つかの態様においては、複数の物体／表面を合わせる前にキャリア又はその一部を好まし
くは蒸発によって除去し、一方、他の態様においては、複数の物体／表面を合わせた後に
キャリア又はその一部を除去する。勿論、複数の物体／表面を合わせる前、合わせている
間、及び合わせた後にキャリアの一部を除去する幾つかの態様を用いることができる。
【００２５】
　[0026]多くの態様に関して必須とは考えていないが、幾つかの態様においては、本発明
の接着剤の形態において共キャリアを用いることが望ましい可能性がある。かかる共キャ
リアとしては、上述したものに加えて、低級アルコール（例えばメタノール、エタノール
など）、テルペンベースの溶媒（例えばｄ－リモネン）、他の高蒸発速度の有機物質（例
えばイソプレン、ヘキサン、ヘプタン、スチレン液、キシレン、トルエン、メチルシクロ
ヘキサン、シクロヘキサン、２，２－ジクロロプロパン、塩化メチレン、ジイソブチルケ
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トン、ジイソプロピルケトン、メチルイソブチルケトン、メチルイソプロピルケトン、メ
チルシクロヘキサノン、シクロヘキサノン、イソブチルアセテート、イソプロピルアセテ
ート、ブチルアセテート、プロピルアセテート、エチルアセテート、ジエチルエーテル、
ジメチルエーテル、ジエチレングリコール、２－エチルヘキサノール）、並びにこれらの
任意のものの共キャリアとして用いる更なる材料との混合物又はそれを含まない混合物を
挙げることができるが、これらに限定されない。
【００２６】
　[0027]方法工程に関しては、本発明の組成物は、噴霧、浸漬、注入、ブラシ塗布、並び
にこれら及び他の工程及び技術の組み合わせなど（しかしながらこれらに限定されない）
の種々の技術及び工程を用いて適用することができる。
【００２７】
　[0028]他の場合によって用いる工程は、組成物から、及び／又は基材、物体、及び／又
は表面からのキャリアの少なくとも一部の除去を助けるか、向上させるか、又は達成して
、所望の結合の顕出を行うか又は向上させるようにするために用いることができる。かか
る更なる工程は本発明による多くの形態をとることができるが、多くの用途においては、
かかる場合によって用いる工程は、接着剤組成物を適用したら環境に曝露することを含み
、多くの好ましい態様においては、これによってモノトリフルオロプロペンの少なくとも
一部、好ましくは大きな割合、更により好ましくは実質的に全部の蒸発がもたらされる。
幾つかの態様においては、接着剤組成物を適用したら加熱することによって蒸発が促進さ
れ、加熱工程はまた、例えば結合剤の成分の顕出／硬化／反応を促進し、及び／又は結合
が形成されたら接着剤における所望の特性を顕出させることを助けることによって更なる
利益を与えることができると認められる。
【００２８】
　[0029]結合剤は、本発明の広い範囲にしたがう広範囲の材料及び組み合わせであってよ
い。非限定的な例の目的で、活性接着剤は、アクリル接着剤、及びエポキシ接着剤、スチ
レン接着剤、並びにこれらの組み合わせであってよい。
【００２９】
　[0030]接着剤系に関しては、所望の最終的な結合を達成するために、接着方法が２種類
以上の異なる組成物又は材料を適用することを必要とする可能性があることが意図される
が、これは必ずしも好ましくはない。かかる場合においては、本発明の系は、本接着剤組
成物を、本発明によって結合を達成するために本接着剤組成物と一緒に用いることが意図
されるか又は用いられるような更なる材料又は組成物と共に含む。
【００３０】
　[0031]これも上述したように、多くの接着剤用途に関しては、特定のＨＣＦＯ－１２３
３ｚｄ異性体の選択は、その特性、その適用方法、及び／又は結合剤とのその溶解性／混
和性に基づいて行うことができる。例えば幾つかの噴霧適用に関しては、トランス－ＨＣ
ＦＯ－１２３３ｚｄ異性体はシス異性体よりも遙かに低い沸点を有しているので好ましい
可能性があるが、必要に応じて結合剤の溶解性を促進するためにシス異性体を与えること
もできる。かかる用途においては、トランス異性体は上記に規定した一般的なカテゴリー
の範囲内のもののような結合剤と共に用いることができる。幾つかの形態においては、結
合剤としては、具体的にはウレタン又はスチレンラバーが挙げられるが、これらに限定さ
れない。非噴霧適用においては、キャリア／活性成分の組み合わせによって少なくとも部
分的に可溶で及び／又は少なくとも部分的に乳化可能な混合物を形成し、用いる異性体の
選択は結合剤とのその溶解性に基づいて行うことができることが特に望ましい。幾つかの
非噴霧適用においては、シス－ＨＣＦＯ－１２３３ｚｄ異性体は、上記に規定した一般的
なカテゴリーの範囲内のもののような結合剤、特にアクリル樹脂、ＳＢＳ、又は４他のス
チレン樹脂などをはじめとする（しかしながらこれらに限定されない）結合剤とのより良
好な溶解性を示すので好ましい可能性がある。或いは、トランス－ＨＣＦＯ－１２３３ｚ
ｄ異性体が好ましいか又は代わりに用いられる可能性がある別の非噴霧適用においては、
これは、単独か、又は幾つかの態様においては、上記に規定した１種類以上の共キャリア
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、特にトランス－１２３３ｚｄと結合剤との溶解性又は乳化を促進させるか又は他の形態
で向上させる共キャリアと組み合わせて与えることができる。
【００３１】
　[0032]本出願人らは、１つの特定の異性体が好ましい可能性がある上記の態様では、両
方の異性体を含ませることは必ずしも排除されないことを注記する。むしろ、これは単純
にその用途のために好ましい１つの異性体の性質を特定するものである。かかる用途にお
いては、いずれの異性体も単独か又は異性体混合物で与えることができる。
【００３２】
　シーラント組成物、シール方法、及びシーラント系：
　[0033]上述したように、本発明の好ましいシーラント組成物は、シール剤、及びモノク
ロロトリフルオロプロペン、好ましくはＨＣＦＯ－１２３３ｚｄ、更により好ましくはト
ランス－ＨＣＦＯ－１２３３ｚｄ及び／又はシス－ＨＣＦＯ－１２３３ｚｄを含むキャリ
アを含む。本発明のシール方法は、好ましくは、本発明によるシーラント組成物を与え、
シーラント組成物を、シールする１つ又は複数の物体及び／又は１つ又は複数の表面の少
なくとも１つに適用することを含む。多くの態様においては、シーラントは、２つの表面
又は物体の間にシール、幾つかの態様においては止水シールを生起させるために用いる。
かかる態様においては、この方法は好ましくは、シーラントを複数の物体／表面の一方又
は両方に適用した後に物体又は表面を合わせて、それらの間の間隙又は空間が１種類以上
の流体の流れに対して比較的抵抗性であるようにすることを含む。他の態様においては、
間隙は複数の物体／表面の間に存在するか又はその間で形成され、シーラントは複数の表
面／物体に実質的に同時に適用して、間隙の少なくとも一部を満たしてそれをシールする
。更なる態様としては、音波及び空気加工などが挙げられる。かかる態様のいずれにおい
ても、圧力を複数の物体及び／又はシーラント組成物に加えてシールを向上させることが
できる。他の態様においては、布帛などのような比較的浸透性の材料において、本発明の
シーラントで処理した材料の部分を通る水のような１種類以上の流体の通過に対する増加
した抵抗性を生起させるためにシーラント組成物を用いることができる。幾つかの態様に
おいては、複数の物体／表面を合わせる前にキャリア又はその一部を好ましくは蒸発によ
って除去し、一方、他の態様においては、複数の物体／表面を合わせた後にキャリア又は
その一部を除去する。勿論、複数の物体／表面を合わせる前、合わせている間、及び合わ
せた後にキャリアの一部を除去する幾つかの態様を用いることができる。
【００３３】
　[0034]他の場合によって用いる工程は、組成物から、及び／又は処理する物体及び／又
は表面からのキャリアの少なくとも一部の除去を助けるか、向上させるか、又は達成して
、所望のシールの顕出を行うか又は向上させるようにするために用いることができる。か
かる更なる工程は本方法による多くの形態をとることができるが、多くの用途においては
、かかる場合によって用いる工程は、シーラント組成物を適用したら環境に曝露すること
を含み、多くの好ましい態様においては、これによってモノトリフルオロプロペンの少な
くとも一部、好ましくは大きな割合、更により好ましくは実質的に全部の蒸発がもたらさ
れる。幾つかの態様においては、シーラント組成物を適用したら加熱することによって蒸
発が促進され、加熱工程はまた、例えばシール剤の成分の顕出／硬化／反応を促進し、及
び／又はシーラントが適用されたらシーラントにおける所望の特性を顕出させることを助
けることによって更なる利益を与えることができると認められる。
【００３４】
　[0035]シール剤は、本発明の広い範囲にしたがう広範囲の材料及び組み合わせであって
よい。非限定的な例の目的で、活性シール成分には、シリコーンシーラント、ポリ（α－
モノアルケニルアレーン）／ポリ（共役ジエン）ブロックコポリマー又はその水素化若し
くは部分水素化誘導体、並びにこれらの他の活性シール剤との組み合わせ又はそれを含ま
ない組み合わせの１以上を含ませることができる。
【００３５】
　[0036]接着剤系に関しては、所望の最終的な結合を達成するために、シーラント方法が
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２種類以上の異なる組成物又は材料を適用することを必要とする可能性があることが意図
されるが、これは必ずしも好ましくはない。かかる場合においては、本発明の系は、本シ
ーラント組成物を、本発明によってシールを達成するために本シーラント組成物と一緒に
用いることが意図されるか又は用いられるような更なる材料又は組成物と共に含む。
【００３６】
　[0037]これも上述したように、多くのシーラント用途に関しては、特定のＨＣＦＯ－１
２３３ｚｄ異性体の選択は、その特性、適用方法、及び／又はシール剤とのその溶解性／
混和性に基づいて行うことができる。例えば幾つかの噴霧適用に関しては、トランス－Ｈ
ＣＦＯ－１２３３ｚｄ異性体はシス異性体よりも遙かに低い沸点を有しているので好まし
い可能性があるが、必要に応じてシール剤の溶解性を促進するためにシス異性体を与える
こともできる。かかる用途においては、トランス異性体は上記に規定した一般的なカテゴ
リーの範囲内のもののような（しかしながらこれらに限定されない）シール剤と共に用い
ることができるが、必要に応じてシール剤の溶解性を促進するためにシス異性体を与える
こともできる。非噴霧適用においては、キャリア／活性成分の組み合わせによって少なく
とも部分的に可溶で及び／又は少なくとも部分的に乳化可能な混合物を形成し、用いる異
性体の選択はシール剤とのその溶解性に基づいて行うことができることが特に望ましい。
幾つかの非噴霧適用においては、シス－ＨＣＦＯ－１２３３ｚｄ異性体は、上記に規定し
た一般的なカテゴリーの範囲内のもののような（しかしながらこれらに限定されない）シ
ール剤とのより良好な溶解性を示すので好ましい可能性がある。トランス－ＨＣＦＯ－１
２３３ｚｄ異性体が好ましいか又は代わりに用いられる可能性がある別の非噴霧適用にお
いては、これは、単独か、又は幾つかの態様においては１種類以上の共キャリア、特にト
ランス－１２３３ｚｄとシール剤との溶解性又は乳化を向上させる１種類以上の共キャリ
アと組み合わせて与えることができる。シール用途における共キャリアの例としては、他
の炭化水素、他のフルオロカーボン、例えば他のフルオロクロロカーボン、フルオロエー
テル、フルオロケトン、アルコール、ケトン、ホルメート、低級アルコール（例えばメタ
ノール、エタノールなど）、ナフサ、テルペンベースの溶媒（例えばｄ－リモネン）、他
の高蒸発速度の有機物質（例えばイソプレン、ヘキサン、ヘプタン、スチレン液、キシレ
ン、トルエン、メチルシクロヘキサン、シクロヘキサン、２，２－ジクロロプロパン、塩
化メチレン、ジイソブチルケトン、ジイソプロピルケトン、メチルイソブチルケトン、メ
チルイソプロピルケトン、メチルシクロヘキサノン、シクロヘキサノン、イソブチルアセ
テート、イソプロピルアセテート、ブチルアセテート、プロピルアセテート、エチルアセ
テート、ジエチルエーテル、ジメチルエーテル、ジエチレングリコール、２－エチルヘキ
サノール）、並びにこれらの任意のものの共キャリアとして用いる更なる材料との混合物
又はそれを含まない混合物を挙げることができるが、これらに限定されない。
【００３７】
　[0038]本出願人らは、１つの特定の異性体が好ましい可能性がある上記の態様では、両
方の異性体を含ませることは必ずしも排除されないことを注記する。むしろ、これは単純
にその用途のために好ましい１つの異性体の性質を特定するものである。かかる用途にお
いては、いずれの異性体も単独か又は異性体混合物で与えることができる。
【００３８】
　潤滑剤組成物、潤滑方法、及び潤滑剤系：
　[0039]上述したように、本発明の好ましい潤滑剤組成物は、潤滑剤、及びモノクロロト
リフルオロプロペン、好ましくはＨＣＦＯ－１２３３ｚｄ、更により好ましくはトランス
－ＨＣＦＯ－１２３３ｚｄ及び／又はシス－ＨＣＦＯ－１２３３ｚｄを含むキャリアを含
む。本発明の潤滑方法は、好ましくは、本発明による潤滑組成物を与え、潤滑組成物を、
潤滑する１つ又は複数の物体及び／又は１つ又は複数の表面の少なくとも１つに適用する
ことを含む。多くの態様においては、潤滑剤は、他の物体との摩擦を生起させる接触が起
こった際に減少したレベルの摩擦を示す物体又は材料の区域、領域、又は表面を形成する
ために用いる。特定のＨＣＦＯ－１２３３ｚｄ異性体の選択は、その特性、適用方法、及
び／又は潤滑剤とのその溶解性／混和性に基づいて行うことができる。例えば幾つかの噴
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霧適用に関しては、トランス－ＨＣＦＯ－１２３３ｚｄ異性体はシス異性体よりも遙かに
低い沸点を有しているので好ましい可能性があるが、必要に応じて潤滑剤の溶解性を促進
するためにシス異性体を与えることもできる。非噴霧適用においては、少なくとも部分的
に潤滑剤とのその溶解性又は混和性に基づいてシス又はトランス異性体を用いることがで
きる。しかしながら、本出願人らは、１つの異性体が好ましいことは両方の異性体を含ま
せることを必ずしも排除するものではないことを注記する。むしろ、これは単純にその用
途のために好ましい可能性がある１つの異性体の性質を特定するものである。かかる用途
においては、いずれの異性体も単独か又は異性体混合物で与えることができる。
【００３９】
　[0040]キャリアの少なくとも一部の組成物から及び／又は処理する物体及び／又は表面
からの除去を助けるか、向上させるか、又は達成して、所望の潤滑剤の顕出を可能にする
か又は向上させるようにするために種々の工程を用いることができる。かかる更なる工程
は本発明による多くの形態をとることができるが、多くの用途においては、かかる場合に
よって用いる工程は潤滑剤組成物を適用したら環境に曝露することを含み、多くの好まし
い態様においては、これによってモノトリフルオロプロペンの少なくとも一部、好ましく
は大きな割合、更により好ましくは実質的に全部の蒸発がもたらされる。幾つかの態様に
おいては、潤滑剤組成物を適用したら加熱することによって蒸発が促進され、加熱工程は
また、例えば潤滑剤の成分の顕出／硬化／反応を促進し、及び／又はそれが適用されたら
潤滑剤における所望の特性を顕出させることを助けることによって更なる利益を与えるこ
とができると認められる。
【００４０】
　[0041]潤滑剤は、本発明の広い範囲にしたがう広範囲の材料及び配合物であってよい。
通常用いられる活性潤滑剤としては、ポリオールエステル（ＰＯＥ）及びポリアルキレン
グリコール（ＰＡＧ）、ＰＡＧオイル、シリコーンオイル、鉱油、アルキルベンゼン（Ａ
Ｂ）、並びにポリ（α－オレフィン）（ＰＡＯ）が挙げられるが、これらに限定されない
。商業的に入手できる鉱油としては、WitcoからのWitco LP 250（登録商標）、Shrieve C
hemicalからのZerol 300（登録商標）、WitcoからのSunisco 3GS、及びCalumetからのCal
umet R015が挙げられる。商業的に入手できるアルキルベンゼン潤滑剤としては、Zerol 1
50（登録商標）が挙げられる。商業的に入手できるエステルとしては、Emery 2917（登録
商標）及びHatcol 2370（登録商標）として入手できるネオペンチルグリコールジペラル
ゴネートが挙げられる。他の有用なエステルとしては、ホスフェートエステル、二塩基酸
エステル、及びフルオロエステルが挙げられる。勿論、異なるタイプの潤滑剤の異なる混
合物を用いることができる。
【００４１】
　[0042]潤滑剤系に関しては、潤滑方法は所望の最終潤滑効果を達成するために２種類以
上の異なる組成物又は材料を適用することを必要とする可能性があることが意図されるが
、必ずしも好ましくはない。かかる場合においては、本発明の系は、本潤滑剤組成物を、
本発明による摩擦減少効果を達成するために本潤滑剤組成物と一緒に用いることが意図さ
れるか又は用いられるような更なる材料又は組成物と一緒に含む。
【００４２】
　殺虫剤組成物、殺虫方法、及び殺虫剤系：
　[0043]上述したように、本発明の好ましい殺虫剤組成物は、殺虫剤、及びモノクロロト
リフルオロプロペン、好ましくはＨＣＦＯ－１２３３ｚｄ、更により好ましくはトランス
－ＨＣＦＯ－１２３３ｚｄ及び／又はシス－ＨＣＦＯ－１２３３ｚｄを含むキャリアを含
む。特定のＨＣＦＯ－１２３３ｚｄ異性体の選択は、その特性、適用方法、及び／又は殺
虫剤とのその溶解性／混和性に基づいて行うことができる。例えば幾つかの噴霧適用に関
しては、トランス－ＨＣＦＯ－１２３３ｚｄ異性体はシス異性体よりも遙かに低い沸点を
有しているので好ましい可能性があるが、必要に応じて殺虫剤の溶解性を促進するために
シス異性体を与えることもできる。非噴霧適用においては、少なくとも部分的に殺虫剤と
のその溶解性又は混和性に基づいてシス又はトランス異性体を用いることができる。しか
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しながら、本出願人らは、１つの異性体が好ましいことは両方の異性体を含ませることを
必ずしも排除するものではないことを注記する。むしろ、これは単純にその用途のために
好ましい可能性がある１つの異性体の性質を特定するものである。かかる用途においては
、いずれの異性体も単独か又は異性体混合物で与えることができる。
【００４３】
　[0044]本発明の虫を減少させる方法は、好ましくは、本発明による殺虫剤組成物を与え
、殺虫剤組成物を処理する１つ又は複数の物体及び／又は１つ又は複数の表面及び／又は
環境（空気を含む）に適用することを含む。多くの態様においては、殺虫剤は、１種類以
上の虫に対して比較的生存しにくい状態を示し、したがってその領域、物体などの上又は
その付近におけるかかる１種類以上の虫の存在を減少させるか又はそれに対して影響を与
える物体又は材料の区域、領域、又は表面、或いは環境の区域又は領域を形成するために
用いる。
【００４４】
　[0045]キャリアの少なくとも一部の組成物から及び／又は処理する物体及び／又は表面
及び／又は空間の領域からの除去を助けるか、向上させるか、又は達成して、所望の殺虫
剤の顕出を可能にするか又は向上させるようにするために種々の工程を用いることができ
る。かかる更なる工程は本発明による多くの形態をとることができるが、多くの用途にお
いては、かかる場合によって用いる工程は殺虫剤組成物を適用したら環境に曝露すること
を含み、多くの好ましい態様においては、これによってモノトリフルオロプロペンの少な
くとも一部、好ましくは大きな割合、更により好ましくは実質的に全部の蒸発がもたらさ
れる。幾つかの態様においては、殺虫剤の活性成分の有効性を促進するか又は向上させ、
及び／又は殺虫剤を施したら殺虫剤における所望の特性を顕出させるために他の工程が必
要な可能性があると認められる。
【００４５】
　[0046]殺虫剤は、本発明の広い範囲にしたがう広範囲の材料及び配合物であってよい。
本発明の殺虫剤の形態の一態様は、スズメバチ又は他の飛翔する虫用のスプレーのような
改良された虫用スプレーを含む。かかる態様においては、噴射剤、好ましくはＨＦＯ－１
２３４ｚｅのような環境に優しい噴射剤を用いて、本組成物を使用前にその中に貯蔵する
ことができる筒又は缶から本組成物を噴霧又は放出するのを助けることができることが意
図され、幾つかの場合においては好ましい。かかる場合においては、本発明のキャリア成
分によって、活性殺虫剤成分を好ましくは溶媒和し、更により好ましくは実質的に完全に
溶媒和して、それによって、処理する物体、表面、区域、又は領域中、例えばスズメバチ
又はジガバチの巣中に染み込んで、次に比較的迅速に蒸発して、活性成分を虫に対して有
効に作用させて、そうでなければ殺虫剤で処理するのが困難であろう区域、領域、又は表
面内に配置した状態で保持する組成物の能力を向上させることが意図され、且つ好ましい
。
【００４６】
　[0047]非限定的な例の目的で、本発明にしたがって用いることができる活性殺虫剤は、
ピレトリン、ピペロニルブトキシド、及びカルバリルを含む。石油蒸留物及び不活性成分
のような随意的な更なる成分を用いることもできる。
【００４７】
　[0048]殺虫剤系に関しては、所望の最終的な殺虫効果を達成するために、潤滑方法が２
種類以上の異なる組成物又は材料を適用することを必要とする可能性があることが意図さ
れるが、これは必ずしも好ましくはない。かかる場合においては、本発明の系は、本殺虫
剤組成物を、本発明によって殺虫効果を達成するために本殺虫剤組成物と一緒に用いるこ
とが意図されるか又は用いられるような更なる材料又は組成物と共に含む。
【００４８】
　除草剤組成物、除草方法、及び除草剤系：
　[0049]上述したように、本発明の好ましい除草剤組成物は、除草剤、及びモノクロロト
リフルオロプロペン、好ましくはＨＣＦＯ－１２３３ｚｄ、更により好ましくはトランス
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－ＨＣＦＯ－１２３３ｚｄ及び／又はシス－ＨＣＦＯ－１２３３ｚｄを含むキャリアを含
む。特定のＨＣＦＯ－１２３３ｚｄ異性体の選択は、その特性、適用方法、及び／又は除
草剤とのその溶解性／混和性に基づいて行うことができる。例えば幾つかの噴霧適用に関
しては、トランス－ＨＣＦＯ－１２３３ｚｄ異性体はシス異性体よりも遙かに低い沸点を
有しているので好ましい可能性があるが、必要に応じて除草剤の溶解性を促進するために
シス異性体を与えることもできる。非噴霧適用においては、少なくとも部分的に除草剤と
のその溶解性又は混和性に基づいてシス又はトランス異性体を用いることができる。しか
しながら、本出願人らは、１つの異性体が好ましいことは両方の異性体を含ませることを
必ずしも排除するものではないことを注記する。むしろ、これは単純にその用途のために
好ましい可能性がある１つの異性体の性質を特定するものである。かかる用途においては
、いずれの異性体も単独か又は異性体混合物で与えることができる。本発明の植物の成長
に影響を与える方法は、好ましくは、本発明による除草剤組成物を与え、除草剤組成物を
処理する１つ又は複数の物体及び／又は１つ又は複数の表面及び／又は環境（空気を含む
）に適用することを含む。多くの態様においては、除草剤は、１種類以上の植物の成長又
は健康状態に対してプラス又はマイナスの影響を与え、したがって処理領域の上又はその
付近におけるかかる１種類以上の植物の存在を減少又は増加させるか又はそれに対して影
響を与えるために用いる。
【００４９】
　[0050]キャリアの少なくとも一部の組成物から及び／又は処理する物体及び／又は表面
及び／又は空間若しくは土壌の領域からの除去を助けるか、向上させるか、又は達成して
、所望の除草剤の顕出を可能にするか又は向上させるようにするために種々の工程を用い
ることができる。かかる更なる工程は本発明による多くの形態をとることができるが、多
くの用途においては、かかる場合によって用いる工程は除草剤組成物を適用したら環境に
曝露することを含み、多くの好ましい態様においては、これによってモノトリフルオロプ
ロペンの少なくとも一部、好ましくは大きな割合、更により好ましくは実質的に全部の蒸
発がもたらされる。
【００５０】
　[0051]幾つかの態様においては、除草剤の活性成分の有効性を促進するか又は向上させ
、及び／又は除草剤を施したら除草剤における所望の特性を顕出させるために他の工程が
必要な可能性があると認められる。
【００５１】
　[0052]除草剤は、本発明の広い範囲にしたがう広範囲の材料及び配合物であってよい。
本発明の除草剤の形態の一態様は、改良された雑草又は植物用のスプレーを含む。かかる
態様においては、噴射剤、好ましくはＨＦＯ－１２３４ｚｅのような環境に優しい噴射剤
を用いて、本組成物を使用前にその中に貯蔵することができる筒又は缶から本組成物を噴
霧又は放出するのを助けることが意図され、幾つかの場合においては好ましい。かかる場
合においては、本発明のキャリア成分によって、活性除草剤成分を好ましくは溶媒和し、
更により好ましくは実質的に完全に溶媒和して、それによって、処理する物体、表面、区
域、又は領域中に染み込んで、次に比較的迅速に蒸発して、活性成分を選択された植物の
成長を向上させるか又は抑制するように有効に作用させて、そうでなければ除草剤で処理
するのが困難であろう区域、領域、又は表面内に配置した状態で保持する組成物の能力を
向上させることが意図され、且つ好ましい。
【００５２】
　[0053]除草剤系に関しては、所望の最終的な除草効果を達成するために、除草方法が２
種類以上の異なる組成物又は材料を適用することを必要とする可能性があることが意図さ
れるが、これは必ずしも好ましくはない。かかる場合においては、本発明の系は、本除草
剤組成物を、本発明によって成長／健康状態調節効果を達成するために本除草剤組成物と
一緒に用いることが意図されるか又は用いられるような更なる材料又は組成物と共に含む
。
【実施例】
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　[0054]以下の実施例は本発明を例示する目的で与えるが、その範囲を限定するものでは
ない。
　実施例１：被覆／塗料：
　[0055]以下の活性成分を含む被覆剤、特に塗料において用いるための樹脂を、キャリア
と樹脂を４０ｃｃのセプタムトップバイアル内で混合して室温において振盪することに基
づいて、示されている量で試験して示されている結果を達成した（単一の接尾文字で示さ
れている実施例はトランス－ＨＦＣＯ－１２３３ｚｄを用い、二重の接尾文字で示されて
いる実施例はシス－ＨＦＣＯ－１２３３ｚｄを用いた）。
【００５４】
【表１】

【００５５】
　実施例２：接着剤：
　[0056]以下の活性成分を含む結合剤を、キャリアと結合剤を４０ｃｃのセプタムトップ
バイアル内で混合して室温において振盪することに基づいて、示されている量で試験して
示されている結果を達成した（単一の接尾文字で示されている実施例はトランス－ＨＦＣ
Ｏ－１２３３ｚｄを用い、二重の接尾文字で示されている実施例はシス－ＨＦＣＯ－１２
３３ｚｄを用いた）。
【００５６】
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【表２】

【００５７】
　[0057]上表において２Ａとして示されている観察された懸濁液様の材料が形成された後
、金属表面上に液体を注ぎ、静置することによってキャリアの実質的に全部を蒸発させた
。その上に接着剤を有する表面は粘着質になり、これは直ぐに結合を達成することができ
る材料が形成されたことを示す。
【００５８】
　実施例３：シーラント：
　[0058]以下の活性成分を含むシール剤を、キャリアとシール剤を４０ｃｃのセプタムト
ップバイアル内で混合して室温において振盪することに基づいて、示されている量で試験
して示されている結果を達成した（単一の接尾文字で示されている実施例はトランス－Ｈ
ＦＣＯ－１２３３ｚｄを用い、二重の接尾文字で示されている実施例はシス－ＨＦＣＯ－
１２３３ｚｄを用いた）。
【００５９】
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【表３】

【００６０】
　実施例４：潤滑剤：
　[0059]本発明による１２３４ｚｅ（Ｅ）から構成されるキャリアを、キャリアによって
鉱油を連行し、実質的に溶解又は乳化し、又はこれらの組み合わせを行う相対量で鉱油と
混合した。鉱油は、表面に適用することによって潤滑を与えるのに有効な量で存在させた
。特に、以下の活性成分を含む鉱油の形態の潤滑剤を、キャリアと潤滑剤を４０ｃｃのセ
プタムトップバイアル内で混合して室温において振盪することに基づいて、示されている
量で試験して示されている結果を達成した（単一の接尾文字で示されている実施例はトラ
ンス－ＨＦＣＯ－１２３３ｚｄを用い、二重の接尾文字で示されている実施例はシス－Ｈ
ＦＣＯ－１２３３ｚｄを用いた）。
【００６１】
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【表４】

【００６２】
　実施例５：殺虫剤：
　[0057]本発明による１２３３ｚｄ（Ｅ）及び１２３３ｚｄ（Ｚ）から構成されるキャリ
アを、本明細書に含まれる教示にしたがう、キャリアによって殺虫剤を連行し、実質的に
溶解又は乳化し、又はこれらの組み合わせを行う相対量で通常の殺虫特性を有する殺虫剤
材料と混合した。殺虫剤は、通常の適用技術を用いて適用することによって殺虫効果を与
えるのに有効な量で存在させた。
【００６３】
　実施例６：除草剤：
　[0058]本発明による１２３３ｚｄ（Ｅ）及び１２３３ｚｄ（Ｚ）から構成されるキャリ
アを、本明細書に含まれる教示にしたがう、キャリアによって除草剤を連行し、実質的に
溶解又は乳化し、又はこれらの組み合わせを行う相対量で通常の殺虫特性を有する殺虫剤
材料と混合した。除草剤は、通常の適用技術を用いて適用することによって除草効果を与
えるのに有効な量で存在させた。
【００６４】
　実施例７：カウリ・ブタノール値の測定：
　[0059]トランス－１２３３ｚｄ及びシス－１２３３ｚｄの両方に関して、ＡＳＴＭ法（
Ｄ－１１３３：炭化水素溶媒のカウリ・ブタノール値に関する標準試験法）を用いて、カ
ウリ・ブタノール（ＫＢ）値の測定を実験室内で行った。溶媒のカウリ・ブタノール値は
、カウリ・ガム樹脂溶液がいかに良好に溶媒中に溶解するかの指標であり、化合物の溶解
力を比較するために産業界において広く用いられている。カウリ・ブタノール溶液はFisc
her Scientificから得た。セプタムスクリューキャップを有する２０ｃｃのバイアル内に
保持した溶液中に、トランス－１２３３ｚｄ及びシス－１２３３ｚｄの両方を滴定した。
トランス－１２３３ｚｄに関するＫＢ値は２５であることが分かり、シス－１２３３ｚｄ
に関するＫＢ値は３４であることが分かった。予期しなかったことに、シス－１２３３ｚ
ｄのＫＢ値はトランス－１２３３ｚｄのＫＢ値よりも＞３０％増加した。電子部品の洗浄
、ドライクリーニング、金属の洗浄など（しかしながらこれらに限定されない）の種々の
洗浄用途及び堆積において広く用いられている溶媒であったＣＦＣ－１１３は、３１のＫ
Ｂ値を有していた。シス－１２３３ｚｄは、電子部品の洗浄、ドライクリーニング、金属
の洗浄、及び堆積を考えた場合には、そのより高いＫＢ値のために好ましい溶媒であろう
。
【００６５】
　実施例８：アクリル樹脂の溶解性：
　[0060]１／４インチ×２インチの片に切断した市販のアクリルプラスチックシートの試
験試料を、セプタムスクリューキャップを有する２０ｃｃのバイアル中に配置した。溶媒
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（トランス－１２３３ｚｄ及びシス－１２３３ｚｄ）をシリンジによってゆっくりと加え
て、バイアルの内部のプラスチック試料全体が覆われるようにした。この目的は、プラス
チックに劣化が起こるかどうかを観察することであった。アクリル材料は、いずれの溶媒
中にもアクリル材料を容易に溶解させることが分かった。
【００６６】
　実施例９：高耐衝撃性スチレンの溶解性：
　[0061]１／４インチ×２インチの片に切断した市販の高耐衝撃性スチレンプラスチック
シートの試験試料を、セプタムスクリューキャップを有する２０ｃｃのバイアル中に配置
した。溶媒（トランス－１２３３ｚｄ及びシス－１２３３ｚｄ）をシリンジによってゆっ
くりと加えて、バイアルの内部のプラスチック試料全体が覆われるようにした。この目的
は、プラスチックに劣化が起こるかどうかを観察することであった。高耐衝撃性スチレン
材料はシス－１２３３ｚｄ溶媒中に完全に溶解することが分かり、一方、それはトランス
－１２３３ｚｄ溶媒中では膨潤しか示さなかった。これは、トランス－１２３３ｚｄに対
するシス－１２３３ｚｄの溶解性における明確な特異性を示す。
【００６７】
　実施例１０：アクリロニトリル－ブタジエン－スチレンの溶解性：
　[0062]１／４インチ×２インチの片に切断した市販のアクリロニトリル－ブタジエン－
スチレン（ＡＢＳ）シートの試験試料を、セプタムスクリューキャップを有する２０ｃｃ
のバイアル中に配置した。溶媒（トランス－１２３３ｚｄ及びシス－１２３３ｚｄ）をシ
リンジによってゆっくりと加えて、バイアルの内部のプラスチック試料全体が覆われるよ
うにした。ＡＢＳプラスチック材料はシス－１２３３ｚｄ溶媒中に完全に溶解することが
分かり、一方、それはトランス－１２３３ｚｄ溶媒中では変形しか示さなかった。これは
、トランス－１２３３ｚｄに対するシス－１２３３ｚｄの溶解性における明確な特異性を
示す。
【００６８】
　実施例１１：ポリカーボネートの溶解性：
　[0063]市販のポリカーボネート材料を用いて実施例８における実験を繰り返した。トラ
ンス－１２３３ｚｄは、ポリカーボネートがひび割れるように見えたという点でポリカー
ボネートに対して若干の小さい効果を有していたが、シス－１２３３ｚｄは、ポリカーボ
ネートがシス－１２３３ｚｄに曝露した後に激しいひび割れ、更には亀裂も有していたと
いう点で大きな効果を有していた。
【００６９】
　実施例１２：アクリル樹脂の溶解性：
　[0064]市販のDow Polaroid Au-608-Bアクリル材料を用いて実施例８の実験を繰り返し
た。この材料は種々の被覆において用いられている。トランス－１２３３ｚｄは共溶媒を
加えないとこの材料を溶解することができなかったが、シス－１２３３ｚｄはそれを完全
に溶解した。
【００７０】
　実施例１３：ヘパリンの溶解性：
　[0065]医療器具において被覆として用いられている血液抗凝固材料であるヘパリンを用
いて実施例８の実験を繰り返した。ヘパリンは、リスクがある患者の深部静脈血栓症及び
肺動脈塞栓を予防するのに有効である。いずれの溶媒もこの材料を溶解することができな
かった。２重量％のメタノールをそれぞれの材料に加えると、トランス－１２３３ｚｄ及
びメタノールの溶液は０．７９４重量％のヘパリンを溶解することができ、シス－１２３
３ｚｄ及びメタノールの溶液は１．１９重量％のヘパリンを溶解することができ、一晩放
置すると透明なままであった。
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